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トウダイグサ科トウダイグサ属の越年草。秋に出芽し翌春に
開花する。本州以南の道端や畑など日当たりの良いところに普
通。普通ではあるがどこにでもあるという草種でもなく，結構，
偏在する。背丈は 20cm くらいから 50cm 程度。葉は，茎の
下部ではへら状で小さく互生するが，上部では大きく輪生状に
つく。茎頂では 5 枚の葉が輪生し，5 本の分枝に黄緑色の丸い
葉と径 2mm ほどの杯状花序と呼ばれる花をつける。和名はこ
の杯状花序を含む風変わりな草形を昔の燈台に見立てたことに
由来する。

このトウダイグサの花は，燈台に見立てられるほどのその姿
と相まって，花の常識を超え，異常なまでに前衛的なのである。
どのように前衛的なのか。一般に花は，植物の生殖器官であり
基本的な構造を持つ。普通，一つの花は，枝の先の柄の先につ
き，中心に雌蕊，その周りに雄蕊，さらにその周りを花弁や萼
片が取り囲む。ところがトウダイグサは，花弁も萼片もなく，
壺型に癒着した総苞葉の小さな壺の中に 1 つの雌蕊と数個の

雄蕊を無造作に投げ込んだだけ，という姿で秩序がない。しか
も投げ込まれた雌蕊と雄蕊は，それぞれが 1 個の独立した花
であるという。萼片も花弁も持たない1個の雌花と数個の雄花，
この複数の花の構造を花序と呼び，壺の中に小さく集められた
この花序を杯状花序と呼ぶ。トウダイグサの仲間特有の花序で
ある。萼片も花弁も持たず，雌蕊 1 本，雄蕊 1 本が一つの花
というところまで周りを削ぎ落した花，ここまで簡素な花は他
にはない。

かつて，植物進化の到達点はキク科とラン科とされた。それは，
葉や花や種子などの構造や形態などの異同を元に論議されたの
であるが，ひょっとするとこのトウダイグサこそ，極限まで無
駄をそぎ落とした前衛的な進化の到達点なのかもしれない。

大きさ 2mm ほどの黄色の杯状花序が燈心，その燈心を下か
ら支える 2 ～ 3 枚の総苞，春には燈台の上にほんのりと黄色
い明りを灯す。
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